
 

 

青梅市商・工業振興プラン策定に向けた市民ワークショップ 

企画案 

 

◼ 市民ワークショップの目的 

✓ 次期商・工業振興プランの策定に向けて、商・工業振興の将来像や、その

実現のための施策等について、市民目線の意見・アイデアを得る 

✓ 官民連携による商・工業振興の推進に向けた市民意識の醸成 

 

◼ 開催概要 

・開催時期：１回目：令和８年６月下旬頃 ２回目：令和８年７月頃を想定 

      （同じ内容のプログラムを平日夜間、休日昼間の２回開催） 

・開催場所：市内会議室  

・参加人数：18歳以上の青梅市民20人程度（５人×４グループ）×２回 

・運営方法：全体進行は価値総研 

市職員、価値総研スタッフが各グループの議論を支援 

・募集方法：広報等を通じて募集 

 

◼ テーマ 

✓ 「青梅市のこれからの商・工業を考えよう」 

 

◼ プログラム（全体１２０分） 

時間 内容 

5分 挨拶・開催趣旨説明 

15分 【情報提供】青梅市の現状分析、市民アンケート結果の共有 

20分 【グループワーク①】（参加者同士の自己紹介やアイスブレイクをか

ねて、青梅市の商工業の現状について意見を交換しあう） 

① データやアンケート結果から気になったこと 

② 青梅市の商・工業の良いところ、課題だと思うこと 

10分 グループワーク①で話し合ったことの発表 

10分 休憩 

40分 【グループワーク②】（現状・課題を踏まえ、これからのおうめの

商・工業の姿やそのための取組アイデアを考える） 

・私たちが描く１０年後のおうめ 

・そのための施策・取組アイデア 

・行政に期待すること、自分たちがやるべきこと 

15分 グループワーク②で話し合ったことの発表・意見交換 

5分 閉会挨拶 
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